
研 究 ･灘 文

爆 薬 爆 力 判 定 の 基 準

日l '束 イ1.2 訣
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41亨IZqEj由にヱろ叫力拭投 了ItlZl

l 緒 青

火築頴の槌 -))りとはは敬によるは:11放兆と-LT映し.n辞とは火簸朗のiq軌Iili破坂放兆を打

.Sのが普通'r･ある T115Lて約満の刊走は虫 として 11r爪1121gll増穀頓 の JA抑 こより複名は.I(.tat

のはEie計の錦江砥粉はによって比校 されてわる.一般に魚椎火背の戯 ))は勝免生成瓦斯のけ

h'Lと倍達脱皮との川よりなる火葬))j'な,-J形で噛 上判然と炎は=れて屈 i)久井用1 もとLtに

上J)て令PiL的に比較されてJ.7:るのであ,-Jが,雌硬の嶋令に於ては理謝 )I)Zt硯はtZ4々 であり久令

現的に示されて居 らぬ状位である L～f油1着報のi嬰哉ノ)を示すに L.増額t相 の際狸生 した熱且e′

8Pら｢J-.テンy十ル｣に上って示す均令,'2 焦蛭火兼と州 別七｢エネルギー4)JIに上って赤 さ

ろ Lii;合,U･J3ertheLolの主?Jiせる如 くは焚熱文 中 とは教JL塀の也iRL'の肌にて示さる＼

均分等がある 又11羊をせ殿上使用 した噂公の媒熊放淡と食く比例したは力を典へるきl削 ,は

純水多くの61才又は壮術Sに上って巧炎された 例へば Jlll(･))LL)の訳故紙である 鵠閑は敬

子料勺に放て,ある牡9!lt.7TLにて畑塊をl出鵬せしめてその侵出噸JJによって比較する場令,2

TrLltl21の TLti3釈放に上ってその戊ノ､'辞仇を測定Lて比亨受IT',:'領分.3 5耶丘･:三三千拭投に上って

制定するま紛 ,J号耶丘(･砲 の後iii書損櫛に上J)計井する瑚合竹はそのj:)_るものである これ等

の･ElZtと純の 3つは焚K,'上一枚にJiJひられてnfるが, 皇1<'雑 談の輿-るJAはと社民̀の棲破故炎

上が-致した帆を赤さTLい .Ej1これらの ･1方軌 こつtへて少 しく桧討 し以ては))の理論的なp十

1相 .及合邦的なfi'Ⅷ釦:1.につしへで比較 し/(いとやふ

2. TEau之l鈴 圭茸試 技

この訳投法は丸とも-TYiBに用ひられjLモQ)JIR孤は食酢の畑 /)を,7={ナとこ呼へらJt,て73るがT且J組々

のZRに放て不含用のi祖合がある 帆へはn巴火乗の如き鮒 火集は貰P;̀上様碗放邦は軟質j=ポ

I-_心 ‡1常の放鼎があるが TT｡川ZlをTT描.6娘 の伐大仙 上部I計に少である よこALに妖してF,lm

')ヰIJ)上l三力でも-J- rェ † ･̂ギ ーJてllf.いが何JgrRLこ紀.L･.

l■外称こ仕市を(:3ざこ壌<,･浅見をkLH1日=~京ナ

31 火炎でl:火瀦】jJ.i. い /,



.
I

.
I
t

H
I

}L
lt.ll

1

LL

A.
1∝l

S
I

O.I,Y'I
423

1･鵬

5
.
Li.VJ

66
608

lLlt = JIモ+力升E tや

ITrzLuLL虫J3凍大サfr止れ

ナり-,i F-講十(イ+†イLヵ_
(_rl.Jt751;J

rTl l8L

LT)17

と̀5 ℡7: BiI

SS6

3J53 161

511l

･L■¢ CT.1

ruIS

打婿

はその大 言より外様托托一斑のたJbl曳捉床11上giJ】なる姓兼の繰亜7X大洋恥 よその井埠力以上

に大 とJiろ 一例として 11,3の梯称=
つ き曲 集tと繋化してその旭軌に上る

九大苓tAi,Lt瞭すれば R lの如 くであ
る この礼火懲tLlに封LT且LklEに殺軸の

小心札Er)T,!A61reをhI正 し′こもの そ叶

1に示す.

TrAtl山 神 注が 姓背け丈の仕事故亀

を示す もDたれぼその凍*T,紗 三大等の

&言及はこp-船 L=放ては火牡 1=比河

すべき-I-(ろが印 1か ら明 らかでTる点

く兼 U 絹ノ､PHAは血は脚線 {,J;さす し

て帯食の相加や 上り#mの相加のガが大

とたる 棟Llrすれば 11rntJtl掛 i3糾蛤

は城))た,'i妙確にてJi狂の放火11上に火

たる鉄火懲IJtを輿ふろことを丑Pkする

この成払 こl)zlL)tnrtll.及 J3urlolが,T=

た玩大牢tA l'と義 一 ロ とのtbfbt

･いr u" L''

■ Ⅰ

｢主ね I十81･･･. ･･--

.Lll士=よくiat･するを見ろ･

ニー.二olJエ長l湾小心孔の懲



;12 火 薬 旭や 他 称｣刊 軟

の如 く体蕪に上って,96ってわるか ら kの旧 を以て直に煉頚の威力を此僚することも相接であ

る iLLLl:.)Tr..tlZl釈放法は煙草E?)糊政故鼎を利生する合7昭的訳良法と常ふことが出奔ぬ

これ確の鮎 を乃賭して ⊥928的 こyCl】b11C▲1)は祁正せざる杭大解h■L250-円25ccを刻ふる雅

史 J:梢大審切は比例ナ 払う比の忙軌勺の容dEと雅史の州蛾に朝晩を･]目すば必すLr.潮 を適過す

とたし (陛 1にて jJもいニ ー6⊥ct,より切線を･3日すぼ 二Ic..bn.),の主戦の正 しきを知る)1'50-

325ccRtlの汲大二終班を輿ふる級長にてその放火等h了を険 しこれを 10倍して雌力敷 (KIzLft-

Z.LM.打Z 仏)と榊 しこれを以てtZ:邪欲巣 を比較すべきことを敬表 した 然 Lこの方淡は上 ì己

の J).ultr】Chc-IillrloL式に澱 け,-Jm が一定の場合には≡)正 Lいが匠に並べた如 く 州 が-fkで

ないか ら KZ ld(も長芳萌にはi穎故地輿 を示さない

今各班爆i掛こつき 'rrtluZl釣i芸F払脇 に上る塊大客抗修jE他 Er(r卜L:･孔 GLucを洩大金of純7

よl)芸引ブこるもの)及 L:Z仙 (JJ7;髄に於ける修jlIは Sら '13,1-53,】u2Sに上る)を炎 5

に示す･これ らの僻の中 KZ仏が牌 錘ノJに比例する他 を71-Lすやに払出しては更に第 8節に放

て比較投打する

3.報 道 振 子 試 渡

英同では認可相集の威プJの釈放に･揮過言環手洗投を行ふ との訳焼粒は米幽 lil】le.litOfユllTLt･壬

では一炊媒染の戚-))釈段にも用ひらJl_その戚ir(lエUlJltJ)cLIct･Il､cCl川rgC叫(賠 Lて t;DC
と甘人)によって比較せ られてわ る との&L-I-の梢悲及釈放払節には鼠しては招砕氏火雑草及

lilllC･=1OL:ユlmus,13ul1L･t】-I3相.】'10,193L その他にL氾'服せ られてゐるか らこ｣に舵明しな

tJI Lillreiu10rMllLCSではこの釈駿 法が畑弟の兜用封飴に過食なJ)としてゐる.

今 13u･ctlt10f)llneSで行ほれた各棟の ｢ダイナマイ り 軸も ｢ス T-レイ T.ダイナマイ ト

｢ゼラチンダイナでイ り ｢7 ./キ三つ'ゼラチ ン｣｢7'ン3--エアダイナマイ H の各柾の｢2'レ-

T:｣のものに放て成分,弾道才抗子のJ戊毒月を或コ及;モ3に拭ける.

3{巴 試B火菜の成分 (,A./)

火 車 令 - 盲エ;r 刷 と朋 W E - 雪_警 - 棚 射t鶴 .品 だけ
'n包火兼 Jr - 78 ユ6 1

-10,I).

4'-/,ダイナーイト 06 3b6 -一 一･ 一 30t; - 6V

7与,PL,' 0-1 7-日' 一 一 一 一 iti; - LLO

ご0,%'

k'91/

SS2Pp,pJ.53.82,J26.loョ 19-日 lOゴ引

亡)煉大群折 r'EF.100llC附妃にてjL:u)かlJ

監 )湘 --A--一･

-̂Z=】0J･土吐 二王tJJ 地上TiBi)

･J B IN-CnuOf.tllZle8億準g.= ヤイH B S.S1))･.･TgLl"Jじ出血J恨 rI,lR--Iに典~＼る桝松林東

の兼をてTふ
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&31i 各 ｢ダイナマイ り の ｢〆L,- r｣に封 して叫JJがJa輸的に#化してゐ'-J.こLt.ちの

は兼7)梓放Jiは軸 的1こJは せ られてゐたいか ら1や 正ちJことのWJJと臓 の触 Lt布 ｢ェ1.

んギー｣ を比較IrることはFN升であるポ従雑穀払転子はその紬 器としての納NFか らすって一

枚の推進力の紬 歩であって7UTl上の阿哲と盈違約に一鼓 したいkがある t,･しろ T'At)J･1拭
曲hrt他の方ihを遜ぶべきである如 く甲.ほれるが , この雌 ;に1る比世にN して郎 L研究t
弊する.

4 環道臼砲による外力放牧

木川州附やk坤廿に l)llF'orLL靴に於て師道｢牌播く蛤於をJIJひW鎖の畑.))駅投をBBITしてわろ

叩INのuuいた俳に上れば l)t･l'orlt靴にて捗虹の焚際的払脂 を行ひそのJ戊11'Eと叩1且rr地lこ上る

lhI伽 :-致 した上梓してわるがそのIR相 を見ることを柑なかったか らDt頚は不uJ)である･

叩止El包粕 の押掛 二川 LてIi圧に BllredtlOf･lfluCS丑行比瀬の物理軸 比lに配水せ ら

れてわるか らとしに記すろ必滋 1,1Lいが l)uPo]lt型のrI屯は印九の庶林には兼 10㌢ と別冊

に泣付して萩城 しこLLをFl包外 こFlめ導火嬢にて出火叫鼓せ LめhtT･の技iulla 上りそのqE

兼のPL-た エネルギー｣と汁3Fする.eJl.I,妓肇の媒Jは F_'とすLLば L'はこの棚 にて叫

兼のなした仕,Vでb,-J)

F.I-i-ll-cojSa)- (-i!)

とtに ELはiH勅帯の改進q).K 雌 正に上る青井であって

t事才一LtL･-I,のIJltt何L･汁JFナ･LJL定でも5

7Jl如lktin346.)93Llヽ10.



日収 畑兼雄IJ)内定 の益PF n5

IL---TrS(1･寄 )

こ しに IT7はi耶丘f'l砲の鉱泉,W は押丸の五菜,S は文部相よりBi心が士での雌 ,IはjL'軒

軸に淵する†托仕丁緋 ,γは_kが樹 上J)頻虫,l･･L:･軸迄の虹披'(･あるか ら '̂は生atに上って一定

でありとのtrtは計井が山非る ご桝†の川UL大腰犯では J(=36,600kg-)zLである 故にはノ)I:を

Idiもに蛾脚 勺｢エネルギ-JIIL比で示すととが山林る Tll.Iとのr=Z勉に上る現論的兜Eaに鵬Lて

は rlaylcr及 .tlorL15の研究')がある

然 るに本態位か ら先山した畑ノ)F･'は 1)市7且瓦斯の包托内壁に放ける冷札 2)敏捷と叩丸

との捷熊而及中火嫉孔より瓦斯のithLIJ"･ql弓甲丸の迷動汲rl砲の迷勤に壬すする岸拡延ll.L帝が存在

するため修正 を必姓 とす,-)がこの何fL･もが鎌力の理絵WIF,'にLt.例するか ら, この熱JI.機械的

幼火 i･nF.Yで示せば畑ノJの箕拾航 F,. は攻の如 く細 くことが出木る.

L,.'=E+BE..'

TT-L'

r:
こII ､ L ､ (こ11

然るにiAl'kl弟jJJTは火# 10g に禰甫するものJI)計許せる外に点描fr)I;lflr7=JTl件は難 (相

のjE蛤にては ｢f-ト1)-ルJlこ1g)を含LLか らこれを陪1Eせればならぬ この日的のti:か こ那

鮒 ま単文をi袖にした4t柾の媒雛にBbL J･J'の81を求めこれから ｢テ トリール｣13g J=封する

I;=J7kg･rn を柑た こILを Bとすれば7耳管による雛 を修正 したみ【臨埋熊のみに上る畑1)

J･:lコL,I-3にて>rJけ ことがILJ.氷るか ら式 (:i)は攻の如 くになる

F:oこe+(llLl)Lr Ll)

和 正Jil勉に上る媒ノ)の和議他FJlrを計g･するに枝管功の熱JJ蚤的断熱仕碑から見.LLl.される.CJ]

ち,叩正r-1亀tI,rL於けろ伽 は瞬附松鍵と見て逆立はたいからこれを砲州 可逆によるJ7cSAl

の軌'JJ解遊礎式をJllふれば

IJ,-21 1-志 ] (5,

である ここに "=7-⊥であり,R=丑姓を相 集金茶-統即ち抄出比である 故にある押迫r=l

砲'C'まR 'ト 延 子あ｡ "■ま火雛 鮒 畑 劫 は か ら捕 蛸 るか らL" -瑞 と
すれば 2,3の様舞に王すする E'の爪は衣 4 の如 くである

滋 J E 丑 L'のt付

ど, 守ン罷
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'7J カーlJット苅火兼V)如垂rltR鵜野叫よ考 るヽ上り一杯 ポリトループ掛 とと巧＼て計淋しr=りル ば 1.I

らね . この時 の J.1はれ ｡qX 火と1.･り IE-Oli並 くとな る.



36 火 革 枯骨 亀 ql刊 t■

こ｣で IJは OIS～03のIIJJEこあって-;i!■21でたいがJC他 IJJ.(I2-7とF,へてJ:t̂ 一般に叩

逆r-1魁に上る訳陰に上って(.'を止TIJ.Lとれ上り式 (J)に上って lJの祁llirJiJ･7'を攻めるべ

きであるが E及 Dが略-延であり父子の蝦が少であるから将LEr･l砲の彼Binから(1-cosa)

を淡め式 (l')によってこれに常並JL'i･果 してこLtをi符止FE魁択蛤に上るi星蓑の畑ノJ(i,)として

示すことがEIJ.頼る.表5の I.'はこの仇を kg一m'jkg或は kg-mL･の耳性{-示したものである

5･ 糠桑の節的救果郎有数 ｢エネルギー｣の計許

娘 が免=竣成に於て敬生せらるる有放 ｢ェネルギー｣は鎌集それ自身の輯此近 く迄に成漉

せ られたるiL州 こ放て娃敦LlAl間の臆抗にTT防ちつつそQ)火雅瓦斯が1未髄 膨瓜する韓にな.

せるft:≠生であるからとの汁井は弓柑 r･1勉の虻-Iiiを′ためる Ttcszltの式 (5)に上って計井出

氷るがとの域合に於ける靭BfノJは狩出r-胞 に放ける如 く少たる辞.瀧 のものでたく久兄姉膨鮫の

最後の雌))は火来聴iE･TJ取,-Jべきであるが,あるI暴発ではこの膨aJiFu=こ於ける1且腔の低了に上

I)水/-&A米の頻烏i;を起すi詩合鞘を出すからこの場合をJ5L鼓し同時に迫度盛fbに封する比熱 γ或

は A/-】三･Iの分化を判 をLて初机の推件として媒蕪 1kiIが 1｢1)-クー｣中にi紺 したる役

膨BJをせる嶋令の 仕Wiと式 (5)によって計許 しこれをその畑兼の自由｢エネルギー｣とした

これを FlIJにて示す

然ると卓は煉類のrlEIl｢エ7･ルギIJl)J･L･はその畑繋が必JJ鴇皮 ユOのTに世鍾して縛ら

るろ名と大仕?Jt丑に用禽するものである･璃庇の祇 き姥類例-ば｢ェト=〆,)t･t)y｣の如き自

己の浪LR確腔のLFに舵 して柑らるるrltlはf.1'1これ上り透かに大であるべきであるが柘噸了に

於け,-J状態J〔の不明と又食際上市石盤胡36.'腔で億救しても触 泣塀近 くの物ZではdLちに党形そら

Tuる上梓へられるから焚際に大才はなし､ I.■■1は態生成物rflにEBI経を合有するものl上膨映rtlHこそ

の固仕上))米紙に恥を胡-るから断叙位脈とたらす ｢ポ1H LJL･-プ｣の抄Blt.?と.巧-てよいが

これEL.も㈹YAのため'H略する.

今印述｢r泡状投を施行した謙竣袋の媒染LR皮 Td(払軒Ⅰ且腔),比丘斯鎖研 l+(u･g),比 ｢エ

ネルギー｣/(tozl一",kg),白rZlrエネルギー｣/I川 orL･",kg)及び第 2節 にJ:る rllr･Lu7･1鈴

措就蛤抑 E欄人'dgE(余'/ittll上J)riJccを減 じたるもの),yqllL)71Lllの計瓢 ⊂上るJ(Z 仏,舵

に仰iEr値択抜に上る雌-))IL(lo… Intg奴は kg-"/ぎ)をJe5に71=ナ

滋 5 稚 美 破 折 点

JtL▼ r[(LJLr トチ?A.,､u
雅 美 成 分 # 灘ZL促 Jt希 JL･f- ん 4㌧ ,一 ･

71 F. / EtL 17･ J(Z
_I71)ン恨 C●u･OH(h.0.). 3CEiO 871 ZO76 )186 -_tLL 351

こエ;上二 恒 P .I(hTOIh L･欄 83･; ,- .m 4 ･qL ･払-
pIリーJt･C.FI･(.TI0.㌔.TICIIlh-Ol lEJ170 9日 1231 3787 ･q(･l LH5

ヒ吉;ダ9Lq"I(,'O.). JSS4 T】6 18と3 6575 糾 578-+ yyン 【CJlty_YO.). 4'373 細 川7U 弧 2 13'I ･178
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6･餐験成績に関する考察

)i 5 に示 した如 く各trtl暴甥のTrauZl鉛鎧武致曲が叩退r･砲 訣絵の 衣魚 仇 が風 軸 '･山 井 よ

りた る 自由 ｢三 春,ンギー｣i.〟と･E車知勺池魚こあるたれぽこの賃籍(･r'tが啓発 の 皆 力 を示す ,のな

るべ く又 その 京 急 法 も合理的 主音 ･;･ことが出来る･eDもItlj壬5の戚積.こつき Fa TL托 k!_I-Mlg)

i･i-飴 と L 1-euhnerh'Z/立(昂 tt･比 fl tiiよりたる故事たるt,ee丑に相箇ナ) 蛇 は叩逆

に/.

臼
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FEl=il71)〟-148-370(E-40) (S)

にて示される この外,比 ｢ェネルギー｣Iと FLl,Tl｡IuZl規大群折 l′rと Fdの淵係は屯

娩 とならない 殊に /と Flllは式 (5)に/T,ナ如 く爆破Tlil斯の 'lに服するもので火熊の如 く

Fを以てその似力を示すことは出来ぬ

自由｢エネルギー｣ と ZrZ仏の細係式に放いて吐 Trz.uェ1鈴鎖をtEaそのものの性質からそ

の式tl.の勲的恵妹は類いが鐸道r-l砲楼州こ紺する式 (S′)紘-夫の理論的浪妹を有すら 即ちは褒

瓦grの蛙Hlが邦憾力より 1-1tJn に迎むja合に式 (5)に於て R は頗FJとに大となり,この場合

は願 のrlEll｢工か レギー｣に用常する唱令であるから式 (6)か ら式 (5)は

Eコ ,lFla
aJ

とせFくことが.日1.舛る これを式 (LI)に代入すれば

駈 け (1-鰭 F"
である 掛 こ毅 4で見る如 く 11=022であり又 7J/ilEは平均 034となるから (1-777･l/N-

0265とた))-大穂式 (S')と一致しこの式が合理的であることを知る 而 して -IOkg-m は ｢テ

トリール｣TlI哲その他に1る陛正条と考へられる･胤2Ll･｢カ11)ヶり 及-rrE,色火集の成萩が

直線上J)少しく悦位するは前者の膨韻は断熱抄鮫に非すして ｢i-'t)トノレーブ｣膨張なること,

この場合は ra4LOSkg-rLl上汐5ユ07kg一m に増加すること,又gl色火磯はその燃焼が庶担な

るため仰九噴射畔進rL燃焼未完了なるためと考-らjl,ち

斯 くして叩iU=E砲釈放によって見出されたる H はその促頚のほ依欲瓜を'Tlすこと1なる

又 Trullヱ1仰J描釈放より兄.LiIした i'Z 他も亦班l奴放射 こ比例するものと乃-られる.

7. 結 論

雌確の似敬故典を糞毒如勺に測定する方法は甑Jeあるが資際的放IAを'T.'すべき制虫の≦抜率なき

たわ大雅技術者は勿追究用者仰 こも州常不快が多い :任牙は効力単的計許から煉預の特徴薮を

計許しは巣が盤JR斌艦 1より1Atm進膨出汁 る際の仕司哩 を求めこれをそのi墨染の自由｢エ

ネルギ-｣と挿 しこれを以て煙突媒力の迎利払とし7'e･

一方従雑771ひらろ｣ TrLlll2･1卓絶錨釈放上州 r許せる Zi:Z依及叩止臼 砲の後進/勺より見出し

たは)]IJlとに=11｢エネルギー｣Faとを比吸 して何れも合理的況振放たることを明かにした

殊に輔皿 -砲 tも協 はその成桜が直ちに軸椎的 ｢エネルギー｣の単位で兄山され又その方淡も合

理的である pn1-して -̂ZlJa及.瓶道臼砲による煉り)T.1と白由 ｢ェネルギー｣rnのBB旅は解放

を KZ.lJは 救ii●,Fll及 El土ii築 1kgLこ封する週末本位にて示せば夫れ夫れ

F<'=370(E-40)

FLJ-1,37L̂'Z-135)

に上って'-FTされるから増力を示すには瑚論的計井に上る自由 ｢ェネルギー｣に上るも,又碍La:

臼砲新玉かこ上る増ノJLilによっても茄支なくjut.牧rLt'tとしてi-Z仏で示しても1い

木研究はEl*S_t術脱興倉の授PJJ祁助によって行ったものであって掛 こFIJか こ対し探JAの抑恋

を衣する




